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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年９月期第２四半期 6,267 50.6 825 35.0 862 25.9 591 24.8

2022年９月期第２四半期 4,161 38.6 611 289.5 684 180.4 473 177.6

（注）包括利益 2023年９月期第２四半期 592百万円（25.9％） 2022年９月期第２四半期 470百万円（171.4％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年９月期第２四半期 108.26 －

2022年９月期第２四半期 86.71 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年９月期第２四半期 13,956 6,834 49.0

2022年９月期 12,664 6,406 50.6

（参考）自己資本 2023年９月期第２四半期 6,834百万円 2022年９月期 6,406百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年９月期 － 0.00 － 30.00 30.00

2023年９月期 － 0.00

2023年９月期（予想） － 40.00 40.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,000 56.5 2,200 62.8 2,300 57.3 1,600 55.6 293.02

１．2023年９月期第２四半期の連結業績（2022年10月１日～2023年３月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年９月期の連結業績予想（2022年10月１日～2023年９月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年９月期２Ｑ 5,491,490株 2022年９月期 5,491,490株

②  期末自己株式数 2023年９月期２Ｑ 31,334株 2022年９月期 31,286株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年９月期２Ｑ 5,460,179株 2022年９月期２Ｑ 5,460,326株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社グループとして約束する趣旨のものではありません。ま

た、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご

利用にあたっての注意事項については、添付資料P.2「当四半期決算に関する定性的情報」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国では経済の柱である個人消費のコロナ禍からの回復、サー

ビス業の需要の高まり及び良好な雇用情勢により景気は堅調に推移しております。一方、相次ぐ金融機関の経営破

綻による銀行不安の収束に時間を要する場合には、企業や家計の資金調達環境が悪化し、企業の設備投資や住宅投

資の大幅減を招く可能性があり、景気の先行きに不透明感が拭えない状況となっております。欧州では、ガス価格

の下落や各国のエネルギー高対策の継続等により、景況感は改善傾向にあるものの実体経済への波及には時間を要

する見通しとなっております。また、米国発の金融機関の経営破綻から金融機関の経営不安が急速に強まり、事態

が長期化すれば、高インフレと併せて経済へ悪影響を及ぼす可能性があります。中国では、ゼロコロナ政策の撤廃

により厳しい活動制限が緩和され、経済活動の正常化が進み復調傾向にあります。

　一方、国内経済は、輸出の落ち込みにより製造業を中心に回復が遅れているものの、個人消費が幅広く改善され

景気は復調傾向にあります。また、物価上昇の鈍化や春闘賃上げによる実質賃金上昇の加速により、今後も内需主

導で景気回復が続く見通しとなっております。

　このような経済環境の中、当社グループが関わる電子部品業界におきましては、環境対策、省エネルギーのニー

ズに向けた自動車のＥＶ化や、ロジック・ファウンドリ（半導体受託製造）の旺盛な投資に加え、スマートフォン

需要に一服感がみられるものの、通信基地局やデータセンターの通信部品需要、ＩｏＴや自動車関連向けセンサー

投資に牽引され、市場環境は堅調に推移しております。

　このような状況の中、電子機器事業及び医療機器事業につきましては電子部品の供給停滞状況の長期化、原材料

高騰等の懸念があるものの堅調に推移しましたが、繊維機器事業につきましては低調に推移しました。

　損益面につきましては、長納期部品の先行手配等で生産計画への影響を限定的に留めたことにより電子機器事業

及び医療機器事業の受注・売上が順調に推移しました。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、6,267

百万円（前年同四半期比50.6％増）、営業利益は825百万円（同35.0％増）、経常利益は862百万円（同25.9％

増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は591百万円（同24.8％増）となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（電子機器事業）

　新素材加工機器では、受注につきましては大口受注を含む前連結累計期間との比較では減少したものの、国内外

におけるパワーデバイス市場の設備投資意欲は引き続き旺盛であります。客先の工場建設計画の遅れ等による受注

計画への影響はあるものの引き合いは強い状態が継続しております。売上につきましては、政治的緊張の高まりや

半導体部品の長納期化等のリスクがあるものの、パワー半導体向けＳｉＣ材料切断加工装置が引き続き高いマーケ

ットシェアを維持しており堅調に推移しました。

　このような状況の中、販売額は増加しました。

　半導体製造機器では、５Ｇ・ＩｏＴの拡大に伴うロジックＩＣやＥＶの増加によるパワー半導体市場は堅調に推

移しているものの、スマートフォン市場の設備投資が依然として回復しておらず、市場の二極化が続いておりま

す。

　このような状況の中、パワー半導体市場からの受注は堅調に推移したものの、低迷したスマートフォン市場の影

響により販売額は若干減少しました。

　ディスプレイ製造機器では、中国ディスプレイメーカーを中心に生産調整による供給量の減少と需要の増加によ

るパネル価格の押し上げを図る動きから、ＰＣモニタやノートＰＣ、スマートフォンなどを中心に出荷数量が減少

しております。

　このような状況の中、パネルメーカー各社が生産設備の増強計画を延期したため、設備投資は依然として低調に

推移しており販売額は減少しました。

　その結果、売上高は6,028百万円（同51.1％増）、セグメント利益874百万円（同26.1％増）となりました。

　なお、電子機器事業の当第２四半期連結累計期間における受注残高は、17,990百万円（同89.9％増）と高水準を

維持しております。

（繊維機器事業）

　繊維機器事業では、アパレル市場及び一般産業素材向け市場において、依然として市場環境の低迷が続いており

投資計画見送り、中止などにより低調に推移しました。

　このような状況の中、アパレルメーカーからの設備投資受注はあったものの、全般的には低調に推移したことか

ら販売額は減少しました。

　その結果、売上高は54百万円（同51.2％減）、セグメント損失44百万円（前年同四半期はセグメント損失19百万

円）となりました。
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（医療機器事業）

　医療機器事業では、新型コロナの影響による部品の長納期化が、ＯＤＭ及びＯＥＭスケジュールに影響しました

が、長納期部品の先行手配をする等の対策により、受注及び販売活動は堅調に推移しました。また「胸腹水濾過濃

縮装置Ｍ－ＣＡＲＴ」の医療機関への販売及びレンタル、試用貸出しを行いました。

　　このような状況の中、販売額は大幅に増加しました。

　その結果、売上高は184百万円（同202.2％増）、セグメント損失4百万円（前年同四半期はセグメント損失62百

万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて1,292百万円増加、13,956百万円（前連結

会計年度末は12,664百万円）となりました。

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて1,324百万円増加し、11,009百万円（前連結会計年度末は9,685百万円）

となりました。これは、主に受取手形、売掛金及び契約資産が125百万円増加、棚卸資産が952百万円増加等による

ものであります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて32百万円減少し、2,946百万円（前連結会計年度末は2,978百万円）とな

りました。これは、主に建物及び構築物が26百万円減少、繰延税金資産が70百万円減少等によるものであります。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べて864百万円増加し、7,121百万円（前連結会計

年度末は6,257百万円）となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて925百万円増加し、6,965百万円（前連結会計年度末は6,040百万円）と

なりました。これは、主に買掛金が586百万円増加、電子記録債務が413百万円増加、契約負債が97百万円増加等に

よるものであります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて60百万円減少し、156百万円（前連結会計年度末は217百万円）となりま

した。これは、主に長期借入金が49百万円減少等によるものであります。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて427百万円増加し、6,834百万円（前連結会

計年度末は6,406百万円）となりました。これは、主に親会社株主に帰属する四半期純利益591百万円を計上したこ

と等によるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べて446百万円減少し、2,609

百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の増加額268百万円、棚卸資産の増加額960百万円、仕入債務の

増加額1,000百万円及び法人税等の支払額408百万円があったこと等により、432百万円の支出（前年同四半期は150

百万円の収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出45百万円及びゴルフ会員権の取得による

支出15百万円があったこと等により、69百万円の支出（前年同四半期は35百万円の収入）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入れによる収入300百万円、長期借入金の返済による支出72百万

円及び配当金の支払額164百万円があったこと等により58百万円の収入（前年同四半期は185百万円の支出）となり

ました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、「（１）経営成績に関する説明」のとおりです。通期の連結

業績予想につきましては、2022年11月11日の「2022年９月期 決算短信」で公表いたしました数値に現時点で変更

はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,066,406 2,619,576

受取手形、売掛金及び契約資産 2,786,020 2,911,736

電子記録債権 259,269 402,502

仕掛品 1,944,004 2,692,186

原材料及び貯蔵品 969,140 1,173,129

その他 718,878 1,269,365

貸倒引当金 △58,560 △58,560

流動資産合計 9,685,159 11,009,937

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 993,319 966,392

土地 781,479 781,479

その他（純額） 148,125 179,390

有形固定資産合計 1,922,924 1,927,263

無形固定資産 18,694 26,946

投資その他の資産

投資有価証券 617,044 626,844

繰延税金資産 300,643 230,115

その他 119,680 135,730

投資その他の資産合計 1,037,368 992,690

固定資産合計 2,978,988 2,946,900

資産合計 12,664,147 13,956,838

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,266,704 1,853,646

電子記録債務 1,561,411 1,974,961

契約負債 314,356 411,764

短期借入金 1,500,000 1,800,000

１年内返済予定の長期借入金 132,496 109,996

未払法人税等 437,773 227,024

賞与引当金 305,019 121,685

製品保証引当金 127,936 145,987

その他 394,459 320,691

流動負債合計 6,040,156 6,965,757

固定負債

長期借入金 160,012 110,014

資産除去債務 32,894 33,109

その他 24,149 13,060

固定負債合計 217,055 156,184

負債合計 6,257,212 7,121,941

純資産の部

株主資本

資本金 963,230 963,230

資本剰余金 1,352,321 1,352,321

利益剰余金 4,064,566 4,491,880

自己株式 △17,729 △18,119

株主資本合計 6,362,389 6,789,312

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 27,996 34,258

為替換算調整勘定 16,549 11,326

その他の包括利益累計額合計 44,545 45,584

純資産合計 6,406,934 6,834,897

負債純資産合計 12,664,147 13,956,838
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年３月31日)

売上高 4,161,087 6,267,539

売上原価 3,021,818 4,845,152

売上総利益 1,139,269 1,422,386

販売費及び一般管理費 528,071 597,311

営業利益 611,197 825,075

営業外収益

受取利息 923 953

受取配当金 3,329 7,769

受取賃貸料 3,477 3,481

受取ロイヤリティー 8,526 4,582

売電収入 4,804 4,752

補助金収入 28,438 16,854

為替差益 19,240 －

その他 9,660 6,931

営業外収益合計 78,401 45,325

営業外費用

支払利息 1,256 1,336

為替差損 － 3,389

減価償却費 2,270 2,270

その他 1,335 1,138

営業外費用合計 4,862 8,135

経常利益 684,736 862,266

税金等調整前四半期純利益 684,736 862,266

法人税、住民税及び事業税 134,777 203,366

法人税等調整額 76,479 67,780

法人税等合計 211,256 271,147

四半期純利益 473,479 591,119

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 473,479 591,119

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年３月31日)

四半期純利益 473,479 591,119

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △8,495 6,262

為替換算調整勘定 5,500 △5,223

その他の包括利益合計 △2,995 1,038

四半期包括利益 470,484 592,158

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 470,484 592,158

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 684,736 862,266

減価償却費 69,860 69,306

賞与引当金の増減額（△は減少） △63,185 △183,333

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △40,000 △50,000

製品保証引当金の増減額（△は減少） △81,953 18,051

受取利息及び受取配当金 △4,253 △8,723

支払利息 1,256 1,336

売上債権の増減額（△は増加） 773,817 △268,949

棚卸資産の増減額（△は増加） △349,957 △960,017

仕入債務の増減額（△は減少） 426,508 1,000,491

契約負債の増減額（△は減少) △1,129,368 97,408

その他 △21,861 △602,094

小計 265,599 △24,255

利息及び配当金の受取額 13,626 1,581

利息の支払額 △1,270 △1,341

法人税等の支払額 △127,212 △408,094

営業活動によるキャッシュ・フロー 150,743 △432,110

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △61,261 △45,470

投資有価証券の取得による支出 △1,199 △1,197

投資有価証券の償還による収入 101,179 －

無形固定資産の取得による支出 △3,450 △7,920

ゴルフ会員権の取得による支出 － △15,000

投資活動によるキャッシュ・フロー 35,268 △69,588

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 － 300,000

長期借入金の返済による支出 △97,498 △72,498

リース債務の返済による支出 △5,920 △4,039

自己株式の取得による支出 － △390

配当金の支払額 △81,988 △164,161

財務活動によるキャッシュ・フロー △185,407 58,911

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,515 △4,041

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,120 △446,829

現金及び現金同等物の期首残高 3,071,334 3,056,406

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,074,454 2,609,576

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号2021年６月17日。以下「時価算定会

計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項

に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用する

こととしております。これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。

（追加情報）

(会計上の見積りに用いた仮定)

　前連結会計年度の有価証券報告書の追加情報に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮定に

ついて重要な変更はありません。
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セグメントの
名称

前第2四半期連結累計期間
（自　2021年10月１日

至　2022年３月31日）

当第2四半期連結累計期間
（自　2022年10月１日

至　2023年３月31日）

前連結会計年度
（自　2021年10月１日

至　2022年９月30日）

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％）

電子機器事業 3,989,298 95.8 6,028,818 96.2 9,946,355 97.3

繊維機器事業 110,678 2.7 54,052 0.9 190,624 1.9

医療機器事業 61,110 1.5 184,668 2.9 86,495 0.8

合計 4,161,087 100.0 6,267,539 100.0 10,223,476 100.0

セグメントの
名称

前第2四半期連結累計期間
（自　2021年10月１日

至　2022年３月31日）

当第2四半期連結累計期間
（自　2022年10月１日

至　2023年３月31日）

前連結会計年度
（自　2021年10月１日

至　2022年９月30日）

受注高（千円）
受注残高
（千円）

受注高（千円）
受注残高
（千円）

受注高（千円）
受注残高
（千円）

電子機器事業 8,612,515 9,476,094 4,431,438 17,990,586 24,681,445 19,587,966

繊維機器事業 117,394 44,155 108,687 104,805 203,355 50,170

医療機器事業 108,104 93,186 238,551 222,141 208,562 168,259

合計 8,838,014 9,613,436 4,778,677 18,317,534 25,093,362 19,806,396

セグメントの
名称

前第2四半期連結累計期間
（自　2021年10月１日

至　2022年３月31日）

当第2四半期連結累計期間
（自　2022年10月１日

至　2023年３月31日）

前連結会計年度
（自　2021年10月１日

至　2022年９月30日）

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％）

電子機器事業 3,989,298 95.8 6,028,818 96.2 9,946,355 97.3

繊維機器事業 110,678 2.7 54,052 0.9 190,624 1.9

医療機器事業 61,110 1.5 184,668 2.9 86,495 0.8

合計 4,161,087 100.0 6,267,539 100.0 10,223,476 100.0

輸出先

前第2四半期連結累計期間
（自　2021年10月１日

至　2022年３月31日）

当第2四半期連結累計期間
（自　2022年10月１日

至　2023年３月31日）

前連結会計年度
（自　2021年10月１日

至　2022年９月30日）

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％）

アジア 2,413,063 90.3 4,606,780 90.7 6,479,192 85.9

その他の地域 260,682 9.7 471,425 9.3 1,067,250 14.1

合計
2,673,746

(64.3％)
100.0

5,078,206

(81.0％)
100.0

7,546,442

(73.8％)
100.0

３．補足情報

　 生産、受注及び販売の状況

　（１）生産実績

（注） 金額は販売価格によっております。

　（２）受注状況

（注） 金額は販売価格によっております。

　（３）販売実績

（注） 主要な輸出先及び輸出販売高及び構成比は、次のとおりであります。なお、（　）内は総販売実績に対する

輸出販売高の割合であります。

- 10 -

㈱タカトリ（6338）　2023年９月期　第２四半期決算短信


